
■ 令和8年7月28日(火曜日) 10時～

■ 姶良市役所本庁舎３階 ミーティングルームＡ
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振り返る「令和7年8月豪雨災害の概要」

令和7年8月8日午前1時、同午前4時 線状降水帯が発生。霧島市溝辺町では24時間雨量500ｍｍを記録した。
これは、8月の平年雨量の2倍近くに当たる。

(1)人的被害 死者1名、負傷者2名
(2)住家被害 全壊1棟、床上浸水317棟、床下浸水294棟、その他被害304件
(3)断水被害 姶良地区:約15,030戸、加治木地区:約850戸、蒲生地区:約2,000戸
(4)市 道 姶良地区:19路線、加治木地区:15路線、蒲生地区:9路線
(5)河 川 県管理河川:5河川、市管理河川:21河川
(6)林 道 24路線
(7)農業施設 3施設
(8)公 園 9公園
(9)施 設 等 16箇所

(1)避難所の状況 12カ所の避難所を開設し、最大時28世帯、64名が避難
(2)給水所の状況 市内6カ所で計41回の給水車両による応急給水を実施、また学校施設等を臨時給水所とした
(3)災害廃棄物の対応 姶良地区:西之妻公共用地、加治木地区:加音ホール第4駐車場

災害発生の要因(気象状況)

被害の状況

災害への対応状況
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被害状況や対応体制などの情報が職員間で十分に共有されておらず、そのため、市民に対する説明責任を十分に果
たすことが出来ず、その結果、市民の不安感が増加した。

河川氾濫や内水氾濫による浸水害の為、多量の土砂廃棄物が発生した。家財道具等の廃棄物と区別した土砂捨て場
の確保が必要であった。
また、車両が浸水したことにより、搬出が困難となった家庭に対する支援の周知が行き届かないところがあった。

被災家庭において、心身に不調を訴える子どもが見られたが、全体的な把握が困難であった。

受援体制が整っておらず、非常時の混乱、専門職人員の不足もあり、初期対応、初動が不十分であった。また、情
報統制も充分ではなく、不要な混乱が生じた。
給水支援において、高齢者や障がい者等への対応について、行き届かない部分があった。

広域的・突発的・⾧期型の災害対応では、「情報の一元化」「人と業務の集中前提にした設計」「平時からの仕組
化」が特に重要であることから、組織横断的に再現性のある災害対応モデルを構築する必要がある。

災害対応を振り返り見えてきた課題(「姶良市 災害記録誌」より抜粋)

災害対応体制について

災害廃棄物の収集運搬について

健康支援について

給水支援について

総括的課題
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生活を取り戻す市管理公共土木施設の復旧状況 国災害復旧事業採択事業の進捗(R8.6時点)

備考

進捗状況国災害復旧事業

工種
復旧
工事

災害
査定

災害
調査

金額
(百万円)箇所数

100%
着手済

15151553515道路

100%
着手済

20202043320河川

R8.9
工事着手予
定

0223,1142橋梁

3537374,08237計

復旧工事 着手率 

(全37箇所中 35箇所着手済) 
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災害に備える

・内水氾濫からまちを守る
排水路整備事業の継続的な実施、排水管理総合計画策定業務委託(R８～R10)

・河川の氾濫からまちを守る
河川改良整備事業の実施(狩川治水対策検討業務委託、令和８年度新規事業)

・簡易トイレ一式の新規導入(断水時のトイレ確保)
自動ラップ式トイレ「ラップポン」及びトイレテントの導入

・大型送風機の新規導入(夏季における空間冷却)
ドライミスト機能付き大型送風機「パワーブリーザー」の導入(８台)

防災・減災のまちづくりの推進

避難所生活でのＱＯＬの向上
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災害に備える

・避難所生活が⾧期に及んだ事態を想定した市民の健康を守る取り組み
「令和8年度 保健師・看護師合同研修会」の実施

D24H【災害時保健医療福祉活動支援システム】JSPEED【日本の災害医療チームが使用する診療
記録及び報告の標準様式】を活用した、実践的な避難所アセスメント訓練を行い、避難所で発生す
る「健康危機」「生活危機」を可視化し、保健医療福祉調整本部が介入・調整する流れを多機関で
確認し合いました。(令和8年6月11日、姶良市役所あいらスクエアにて実施)

・姶良市応急給水マニュアルの改訂(令和8年3月改訂)
令和7年8月災害時に実施した給水場対応での反省を生かし、断水発生時点から時系列ごとの行

動計画や、役割分担、作業マニュアル等を規定するものです。

・災害時応援者用マニュアル(受援計画)の策定(令和8年3月策定)
令和7年8月災害時における応援受け入れ態勢の不備を解消するため、派遣機関向けのマニュアル
を策定し、姶良市ホームページに掲載しています。

⾧期避難を想定した備え

広域断水を想定した備え
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災害に備える

【ラップポン】
“ラップポン”とは、日本セイフティーが独自
に開発した「水を使わず、臭いも漏らさず、
排泄物等を密封して微生物（細菌）も遮断す
る新しいラップシステム」のことです。
【ラップポン】は日本セイフティ㈱の登録商
標です。

【簡易トイレ用簡単テント】
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災害に備える

【パワーブリーザー】

ドライミスト(ほとんど濡れないミスト)の採用に
より室内でも使用でき、1台でテニスコート１面以
上(320㎡)の冷却能力を有します。
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災害に備える 「令和8年度 保健師・看護師合同研修会」(令和8年6月11日)
今回の訓練には保健師、介護士、
ケアマネージャー、消防職員、
市内外の医療機関などが参加し
て実施し、「避難所を運営す
る」だけでなく、「避難所の健
康危機を早期発見し、必要な支
援へつなぐ」ことに重点を置き
ました。
災害時には、多職種連携が必須
となります。今後も、先進的な
訓練を行い、姶良伊佐保健医療
圏の災害対応力向上に努めてま
いります。
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災害に備える
「令和8年度 保健師・看護師合同研修会」

(令和8年6月11日)
今回の訓練では、県内初の試みとして、災害時保健医
療福祉活動支援システム「D24H」と災害診療記録及び
日報システム「Jspeed」を活用して、災害時における
医療・福祉・介護をつなぐ多職種連携の基盤づくりを
行ないました。

※災害時保健医療福祉活動支援システムとは
大規模災害時に被災地の避難所や医療・福祉施設の状
況を迅速に収集・共有し、適切な支援チームの派遣や
物資の配分を支援するための厚生労働省の基幹システ
ムのことです。

※災害診療記録及び日報システムとは
災害医療チームの標準診療日報のことです。診療日報
様式を利用することで、どこで・どのような患者を・
何人診療したかを簡単に災害対策本部に報告すること
ができます。これにより災害対策本部は被災地の医療
ニーズの分布と推移を把握できるようになります。



物価高騰対策重点支援地方創生臨時交付金事業
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追加補正予算事業



農地復興支援見舞金事業

P11

追加補正予算事業
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高校生と市⾧とのタウンミーティング
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北山上の柱松(はしたまっ)
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知事とのふれあい対話 令和8年度姶良市優良工事等表彰式
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今
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の

一
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みなさん、熱中症に気を付けましょう!!

鹿児島県(除く、奄美地方)における熱中症警戒アラート発表状況

令和７年度熱中症患者の救急搬送人数
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気象庁 レーダー解析
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【蒲生地区土砂崩れ地点】 【前郷川・別府川合流地点】

【重富中学校給水所】

資料2
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狩川周辺 重富温泉付近
8/8 未明撮影

狩川周辺 県道付近
8/8 早朝撮影

狩川周辺 永平寺付近
8/8 早朝撮影

資料3



市⾧
メッセージ

災害に備える
災害発生予測情報発信の

多層化

防災行政無線 公式ＬＩＮＥ 防災・地域情報メール
屋内等で聞き取れない時は
テレガイド 0995-73-7749 姶良市防災・地域情報

資料4

姶良市ホームページ



蒲生夏祭 昨年の様子

写真提供
Senpen banca.
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